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スライサープログラムの説明

	 プリント

	 スライスされたモデルをプリントする方法では、大きく3つの方法があります。

 <USBメモリ利用>

 1 	 モデルをスライスして、メニューバーの[G-codeを保存]項目を選択します。

 2 	 生成されたG-codeをUSBメモリに保存します。

 3 	 USBメモリをプリンタ前面部にあるUSBポートに挿入した後、プリンタの画面で直接G-codeファイルを選択してプリント

	 	 	 します。

 <ネットワーク接続利用>

	 本機能を使用するためには、プリンターをスライサープログラムにネットワークを介して接続してください。

	 詳細につきましては本説明書の<マイプリンター>及び<ネットワークプリンタの追加>項目を参照してください。

 1 	 モデルをスライシングして、画面右側のプリンタアイコン		 		又はメニューバーの[ファイループリントする]項目を選択

	 	 	 します。

 2 	 下絵のように、ウェブモニタリング画面を介して接続されているプリンターに問題がないことを確認した後、

	 	 	 [プリント]ボタンを押します。

 3 	 ネットワークを介してG-codeを伝送し、プリントを開始します。
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 <USBケーブル接続利用>

	 本機能を使用するためには、USBケーブルを使用してプリンターをスライサープログラムに接続してください。

	 詳細の方法は、本説明書の<マイプリンター>及び<ローカルプリンタの追加>項目を参照してください。

 1 	 モデルをスライシングして、画面右側のプリンタアイコン		 		又はメニューバーの[ファイループリントする]項目を選択

	 	 	 します。

 2 	 接続されているプリンターに問題がないことを確認した後、[プリント]ボタンを押します。

 3 	 USBケーブルを介してG-codeを伝送し、プリントを開始します。
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1.4	 アドバンス機能

	 サポート編集機能

	 3DWOXでは、設定値に基づいて自動的に立てられたサポートに加えて、ユーザーが直接変更できる機能もあります。

	 つまり、	形状に応じて立てられたサポートにさらに追加したり、削除することができます。

	 これらのサポート編集機能はサポート編集モードで実行されます。

 

	 サポート編集モード

 3次元モデル
	 	 3次元モデルを読み込みます。

 

 サポート編集モードへの切り替え

 	 画面右側のビューモード選択ボタンをクリックして、サポート編集モードに切り替えます。（この時、設定	-	基本設	

	 	 	 	 	 	 定	-	サポート初期生成タイプの項目が[ベッドに接する箇所のみ]、[すべて]に設定されている場合のみサポート	

	 	 	 	 	 	 が生成されます。[無効]に設定されている場合、サポートを編集しても、サポートが生成されません。）

	 	 ビューを切り替えると、以下のようにモデルと生成されているサポートを確認することができます。

	 	 サポート編集の簡単な画面説明は次のとおりです。

                

サポート編集断面

非活性領域（青色）

現在の断面でサポートが生成

されない領域

生成されるサポート

活性領域（赤色）

現在の断面から垂直に

サポートが生成される領域

	 	 サポートは、基本的に形状をz軸方向に投影する断面でのみ生成されます。

	 	 つまり、形状の垂直な方向だけに生成可能であり、サポート編集断面はサポートが現在の断面で最大で生成できる領域を	

	 	 示しています。
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 サポートの生成と削除

 <サポート生成>

	 サポートを生成するためには、編集断面で、非活性領域（青色）をマウスでクリックします。

	 クリックすると断面が赤色に変更され、垂直方向に生成されたサポートを確認することができます。

      

 <サポート削除>

	 サポートを削除するためには、編集断面の活性領域を、Ctrlキーを押しながらマウスでクリックします。

	 クリックした領域は、青色（非活性）に変更となり、サポートが削除されます。

 

 サポート編集断面の移動

	 	 サポートの長さは、編集断面を中心にして上下の形状まで生成されます。つまり、中間に形状がある場合、サポートの生成	

	 	 領域が分けられ、別々に編集する必要があります。

	 	 例えば、以下のようなモデルである場合は、中間に形状があり、円形穴内部のサポートを変更したくても、今の編集断面位置	

	 	 では下の部分だけ修正できます。

	 	 したがって下部のサポートだけが削除され、円形穴内部のサポートは削除されません。
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中間の形状からサポート領域が分けられます。

編集パレットの最小サイズ

編集パレットの最大サイズ

サポート編集パレットのサイズ

サポート編集断面の移動スライダー

	 	 したがって、円形穴の内部のサポートを修正するためには、編集断面を移動する必要があります。

	 	 この時、サポート編集断面の移動スライダーを利用して移動します。

 
 

	 	 サポート編集断面を上に移動して、編集したい領域内に位置するようにします。

	 	 編集断面領域にマウスクリックで円形穴の内部のサポートも編集できることが確認できます。
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 サポート最終生成

	 	 サポート編集を終えた後、レイヤービューアモードに切り替えると、再度スライスを行います。

	 	 編集されたサポートが反映されていることが確認できます。

 

	 3Dモデルの分析機能

	 3DWOXでは、3次元モデルの形状を分析して、プリント前に問題が発生する可能性がある部分を予め知らせる機能を

	 持っています。

	 スライス方向の断面を基準にモデル形状の厚さを分析したり、z軸方向に形状の逆勾配を分析します。	

 1 	 3次元モデルの選択

	 	 	 3次元モデルをクリックして選択します。

 

 2 	 メニューの厚さ/オーバーハング選択

	 	 	 画面上部のメニューバーから分析の[厚さ/オーバーハング]項目を選択します。

	 	 	 機能の実行時に、分析プロセスが画面に表示され、計算結果と分析コントロールダイアログウィンドウが表示されます。
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 3 	 分析コントロールダイアログウィンドウ

 

分析基準となる厚さを設定します。

逆勾配表示機能on/off

勾配の角度を調節します。

 4 	 厚さ分析機能

	 	 	 設定された最小厚さより薄い形状の部分を画面に表示します。最小厚さを0.4mmに設定すると、0.4mmより厚い部分が青	

	 	 	 色、薄い部分が緑色、赤色の順序で示されて、プリント時問題になる可能性がある部分を予め確認できます。

             

																													<形状の厚みが設定値より厚いとき>																																	<形状の厚みが設定値より薄いとき>
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 5 	 オーバーハング分析機能

	 	 	 3Dプリンターはプリンタベッド面を基準にして形状が垂直方向であるほど積層に有利で、水平方向に傾くほど不利です。	

	 	 	 このとき、水平方向に対する角度が小さくなるほど、形状を支持するためのサポートが必要になります。

	 	 	 オーバーハング分析機能では、形状の逆勾配部分を計算して、実際のプリント時に問題になる可能性がある部分をユー	

	 	 	 ザーに表示します。

 

	 最適プリント方向の計算機能

	 3DWOXでは自動演算により最適なプリント方向を提示する機能を持っています。

	 プリント方向は、プリンタベッド面を基準として6方向であり、各方向ごとにあらかじめ定められた評価基準による計算を行って、

	 6方向の中で最も効率の良い方向をユーザーに表示します。3つの評価基準があり、それぞれの説明は次のとおりです。

 プリントエラー予想面積

	 	 3次元モデルを前に説明した厚さ分析を行い、これをもとに現在のノズル径に比べて薄い部分の面積を予め計算します。	

	 	 ノズル径よりも薄い部分は、実際のプリンタでは積層できない場合があり得るため、プログラムでは、予めこれらの部分を計	

	 	 算してプリント時にエラーになる可能性がある部分を考慮します。

 逆勾配面積

	 	 3次元モデルの逆勾配を分析してプリント時に問題になる可能性がある部分を予め検討します。

	 	 逆勾配部分の面積が小さいほど、プリントの品質が良くなるので、ここで計算された面積を考慮して最適プリント方向を計算	

	 	 します。

 サポート量

	 	 モデルに逆勾配があるとき、積層のためにはサポートが必要になります。プリント形状以外のサポートを多く立てるほど

	 	 品質も悪くなるし、時間もかかります。プログラムでは、サポートの量をあらかじめ計算して最適プリント方向を計算します。

 1 	 3次元モデルの選択

	 	 	 3次元モデルをクリックします。
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 2 	 分析メニューから[プリント方向の最適化]を選択すると、次のような画面が表示されます。

      

パラメータの設定

分析

各基準別評価

結果グラフ

 3 	 分析をクリックすると、各6つの方向に対する計算を開始します。

 4 	 計算結果の6つの方向についてのモデルを画面で確認することができ、それぞれの評価結果のランキングも確認できま	

	 	 	 す。

	 	 	 基準に基づいて評価を行った結果、最適方向だと決められた方向が画面に表示され、各基準ごとの評価結果をグラフで	

	 	 	 確認することができます。

 

	 	 	 グラフがそれぞれの基準項目に対しての点数を表しています。

	 	 	 項目ごとの点数を総合して6つの方向から推奨順位を画面に表示します。
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 5 	 つの方向のいずれかの方向の「選択]ボタンを押すと、その方向にモデルが回転してベッドに置かれたことが確認できま	

	 	 	 す。（下記は推奨４を選択した例であります。）
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■	Memo
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